
１年間に市民一人あたりに要した 

ごみの処理経費は・・・ 
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処理経費(億円) 

 

平塚市のごみの総排出量と年間処理経費 

 

※処理経費は臨時的経費を除く処理および維持管
理費の合計です。 

※上記ごみ排出量および処理経費は速報値のため 
変更されることがあります。 

 

総排出量(ｔ) 
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総排出量：棒グラフ・左目盛り 

 

１日に市民一人あたりが出したごみの量 

 

処理経費：折線グラフ・右目盛り 

回 覧 平塚市ご み通信 

平塚市ごみ減

量化・資源化 

キャラクター

「クルクル」 

ごみの総排出量の内訳 
 量(ｔ) 

ごみの種類  令和 3年度  令和 4年度 

可燃ごみ 40,927 39,737 

不燃ごみ 3,575 3,120 

資源再生物 15,207 15,037 

粗大ごみ 236 222 

有害ごみ 55 42 

事業系ごみ※ 18,190 18,802 

合計 78,190 76,960 

※市内事業者が排出したごみ 

年末年始は外食の機会が多くなります。特に宴会は食べ残しが多くなりやすいので、３０１０（さんまるいちま

る）運動に取り組んでみましょう。３０１０運動は、〈乾杯後３０分間〉は席を立たずに料理を楽しみ、〈終了１０

分前〉になったら、自分の席に戻って再度料理を楽しむことで食品ロスを削減するキャンペーンです。 

一人ひとりが「もったいない」を心がけ、楽しく美味しく宴会を楽しみましょう。 

 

年末年始は気を付けよう！食品ロス 

 

令和４年度は、ごみの排出量

は減少しましたが、処理のため

の経費は増加となりました。これ

には、賃金や物価の上昇に伴う

人件費・委託費の増加などとい

ったことが要因として挙げられ

ます。 

環境負担軽減のため、今後と

もごみ排出量の軽減につきまし

て引き続きご協力をお願いいた

します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 破砕処理場に粗大ごみを持ち込む場合、土日祝日

に加えて、１２月２５日（月）から２８日（木）、１月４日

（木）、５日（金）は事前予約が必要です。１２月２９日

（金）から１月３日（水）までは休業です。 

電話予約 ☎０４６３－２２－４５５７ 

受付時間：平日９時～１２時、１３時～１７時 

       （施設への持ち込みは１６時まで） 

受付期間：２週間前から持ち込む日の前の平日まで 

インターネット予約 

予約方法、予約状況はこちら 

（粗大ごみ破砕処理場ウェブページ） 

受付期間 ２週間前から前日まで（２４時間受付） 

〈粗大ごみ破砕処理場 平塚市堤町３番５号〉 

 

ごみを庭や畑などで焼却処理する行

為は「廃棄物の処理及び清掃に関する法

律」及び「神奈川県生活環境の保全等に

関する条例」で原則禁止されています。 

家庭などにおける焼却は、煙や臭い、

有毒ガスが発生して近隣へ広がる可能性

がある大変危険な行為です。少量であっ

ても決して自分で焼却せず、ごみステー

ションへの分別排出 

など、適切な処分を 

お願いいたします。 

 

 

 家電４品目といわれるエアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機は、他のごみのようにごみステーシ

ョンに出すことはできません。これは、生活環境保全のために適正に処理（フロンなど）を行い、資源の有効な利用

を確保するためです。街中を大音量で巡回して無料回収を行っている業者は、無許可で営業している場合があり

ます。無許可の業者に処分を依頼すると、適正な処理がなされず不法投棄などにつながる恐れがあります。 

〈家電４品目の正しい処理の仕方〉 

（１）以前購入した店舗や新しく買い替えを行う店舗に引取りを依頼する。 

（２）一般廃棄物収集運搬業者に依頼する。 

次の３社は自宅訪問及び現金での支払いが可能であり、家電リサイクル券の購入の必要はありません。 

(株)クリーンサービス(☎0463-54-4965) 

神奈川環境開発(株)(☎0463-21-4792) 

(有)青木商店(☎0463-25-1138) 

（３）家電リサイクル券を郵便局で購入し、①指定取引場所（西濃運輸（株）茅ケ崎指定取引場所 

☎0467-87-1305）または（株）サトウ リサイクル部門 ☎0467-84-6785）へ搬入または 

②市（☎0463-24-1610）へ収集を依頼する（家電リサイクル券の他に収集運搬料金2,500円 

（ごみ納付券5枚）が必要）。 

                                         ※ 詳細についてはこちら 

 在宅医療廃棄物の中でも、特に注意が必要なのが使用済み注射針です。そのままごみステーションに捨

ててしまうと、市民の皆様はもちろん、ごみの収集・処分に関わる職員にとって大変危険です。安全で適正

な処分が必要です。使用済み注射針は、処方された医療機関などでの回収のほか、 

公益社団法人平塚中郡薬剤師会において回収事業を行っており、登録薬局にて 

店頭回収を実施しておりますのでご活用ください。 

在宅廃棄物の適正処理（登録薬局一覧リンク含む）についてはこちら 
市ウェブサイト 

在宅医療廃棄物の適正処理 

他のごみとはちょっと違う？！家電４品目の処分の仕方 

 

※ 法令等で規定された費用のほか、事務手数料などが発生する 

場合があります。詳細は各業者にお問い合わせください。 

処理方法 

家電リサイクル品の 

市ウェブサイト 
 


